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〈　特徴と傾向　〉

　事故体験事例報告のあった２８件を作業別に見ると、就業中１３件のうち「剪定」が５件、「手刈除草等」が１件、「屋内作

業」が５件、「屋外作業」１件、「施設管理」１件となっており、主な事故は転落・転倒です。 一方、就業途上３件は、交通事故

によるものが２件、転倒が１件となっています。また、賠償事故は１２件発生しており、ほとんどが草刈機による飛散損壊です。

　作業中に事故を起こしたときの、心の状態を集計したのが上のグラフです。

　最も多いのが「大丈夫と思った」「油断していた」、次に「気が付かなかった」「予想外であった」と続いています。全体を総

括的に見ると、「剪定」作業に使用する脚立等の安全な取扱いが欠けていたり、賠償事故では草刈機の危険性を十分熟知せ

ずに、慣れ・マンネリ化により事故が発生していることがうかがえます。(複数回答もあるため、報告件数とは一致しません）


